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･010MPA 王nfruitswasslowerverymuchas

conlparCdwiththecaseofleaves.Thisphenomenon

willperhapsbecausedbythetranslocationof

OMPAfrom leavestofruits.

InthisexperimenttlleSuperficialcorrelation＼

wasnotrecognizedbetweentheresidualcontent

ofOMPA andthecontroleffecttoaphids.The

authors,however,donotdenythesigTlificance

ofOMPA contentatthestartingpointofspraying.

About20-25daysaftersprayingareconsidered

tobethe;ffectiveperiodofPestox3 (0.2%

concentrationoftheemulsion),.basedonthis

experimentandmanyotherfield･testsshownin

Table3.

Notc80n the FeedingIIahi180fthe Larvaofthe Potato LadyBeetle,EpilachTZa

viginLgoclomaculaLaMotsch.,zLnditsBreeding.NagaoKoyAhlA (LAboratoryofBiologyand

Entomology,FacultyofTextileandSericulture,ShinshuUniversity,Veda,NaganoPref･)･
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15/ ォオ二ジチウヤホシテン トウ幼虫の食性およびその飼育に関する知が 小嶋 雄 (La

州大学 組維学部 生物学･昆虫学教室)31.ll.2 受理 J

謹 ん で 春 川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 ろ.

誘引剤や忌避剤の応用,L耐虫性作物の育成などは殺虫剤の研究と平行して発明さるべき閃,rBlで. こ

.れがT:めには日出の食餌選択の機構を明らかにする必要がある. ここでは, オオニジユウヤホシテ､

ントウ助山の各班食餌に対する摂食性,生育状闇などについて述べ ,-如上の研究のための韮把的な､

知見をE3えるとともに,試鹸生物として不出を飼育する場合の参考tli項にもふれた.

オオニジユウヤ虫シテントウ Epz'lachnavz'gznh'l

ocLo桝aCuhuaMofSCh.(以下オオニジユウヤホシと

(よぶ) の成山は非指に雑食性であるが 9,1)･M･17,20,℡))

その幼山はJ戊山より寡食性で通常ナス科植物の数矧 こ

おいての.b塩狩を完うする 1リ3). しかし,招沢恥に
よれば.●北稚泣顔のオオニジユウ.ヤホシは実験杓には

ウ1)科3)かJl.'チャ,キカラスウリでも先知可経である

lという.私はさきに長野瓜哩オオニジユウヤホシ幼山

を白組の卵をIT]いて飼付した結果を予報し10),本柾が

企帆性のみならず食肉性であることを明らかにした.

その絶.私はこの朗の火映を継続し,幼虫の食性およ

びJ･JYH:の!.ち礎'IUな机 IL1をえたので,ここにまとめて

発InLたいと.rJlう.この共助に用いた幼虫はすべて信

州大学仏経･学部出切のジャガイモ畑でえられた卵から

ふ化させたもの,およびそれらをジャガイモの炎で飼

llfした各齢Jylのものである.
この研兜をなすにあたり,終始お省き下さった八木

弧改先生にN-く御礼を印し上げる.

食植性に関する実験

■ふ化当時の幼虫の摂食性

ふ化当時の幼虫は体色.疎毛の晋色するまでは静止

L/･摂食性を示さないので,実験には取卿 ､上の便宜
もあり,ふ化後何時間ぐらいのものを用いるべきか,

地山の企茄選択性はどうか,などについて予備的に突

*L訓 1大学組牲学部生物学昆虫学教室研究菜的夢33号.
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験を行った.

円食を始める時間 :温度230,開院混成85%,用度
100ルックスのペト.)シャーレ甲で, ジャガイモの茄

を給与して,2時r琵忙 とに摂食の状ほを調べたところ,

6時聞までは摂食するものがなく,8時間では少軌

10時閲でははと/I,どがifi企した.すなわちこのB3暁で

は幼山の択食性はふ化後少くとも8柑L"Jを経なければ

生起しないことが判った.1
食餌との距離と選択性 '.窄桝を茄 1図のように_区切

ち,食餌hli物を所定の位田に垂屯に立て,その中心に

ふ化後10時間を経た幼虫50頭を入れ,上記と同一条

件下で菜にmまる幼虫の数を調べた (距離Ocm 区は

食餌を立てず,中心から放射状にならべた). 調査は

Fig.1. Exper王mentalmetI10don 山efood
preferenceofthClarva.Thenumbとrsinthe

figureco王ncidewith thoseoftheunderdes･

cribedplants.

Jl
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4.12,24相和後の3阿行った.食桝肌物の和域わJ:
び和列のnTrlTIJ･は次のようである･

1.Potato .(アーリーローズ) ナス刑

2.Pepper (シシトウガラシ) ク

3.Egg･plant(センナ1)) ク

4･Tomato (ベスト丁オブ･オール) //

.5.TobaCCO (マツカワ) ク

6.Cucumber(フシナ.)) ウ')料

附正にあると.沿われる.

'df.n肌物の茄に対する幼山の摂食性
tJt.TJ:朗欲はおのおの 100筑 給桝は12鴫閃ごとに

行ったほか,朗符の条件はTl'd功の吻合と全く同様であ
ち.

ナス料柄物:12矧こついて成長日数 ･羽化少合など

を調べた結果は第2表のとおりである.

幼虫はナス科植物の7種で生育を完了したloで,黒

沢叫 および小山ll'13.14.17)の記録より.1琉 (ハシI)

Tab】el. Foodpreferenceofnew一yllatChed】aⅣa.

AsterisksShowthatnoeatingtracewasrecognizedonthefoodleaf.

a. 幼虫と食餌供物との距離が Ocm の場合は.幼

虫は明らかに企燕適訳性を示し,ただちに円食を開始

した.したがって時間を経過してももはや移動するも■

のはほとんどなく,各食印に舛まる出の数の変化もな

かった･この場合ジャガイモにもつとも多く(48%)I

トマト.ナス (各20%)これに次ぎ,トウガラシにも

いくぶん染まり.キウ')には全然食性を示さなかった･

b. 3cm 区では,12時間後で初めて炎上にuほ っ

たが.ジャガイモ (60%)をもっとも選択した･

C. 5cm 区では,24時間後においても残存頭数23

印を数え.いちぢるしく向食 (飢)性が減じ,頭数は

わずかだが,かえってジャガイモよりナスやトウガラ

シに多くfJほ ろ結釆となった.これは幼虫がジャガイ
モを他のものより好まぬということでなく,51cm の

取脈ではもう茄の誘引性が稀好になったと鮮すべきで

あろう.3cm 区と10cm区 (1匹も燕上に舛まらぬ)

の純米をみればこの推定は正しいものと考える･

d..以上の結果からふ化当時の幼虫はジャガイモの

燕をもっともよく選択するが,向食性の限界は 3cm

Table2. Duration･(day) bf developmenton
SolanaccouSleavesandpercentageofemergence･

Larvalstage

･otatEm=og;;ngcee
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ドコロ)州!jnしたことになる.Pq同において77駅7)は

自然状態で成虫がハシ.).ドコロを摂食している0)を観

然した.私は1952年 6fj, トロ市/Jt太郎LLl渓谷のハシ

リドコロにJJq山Ti･/)'1糾したところ'j'占令に1世代を経過

したのを認めた.したがって供公があれば自然状億に

如いてもハシL)トコロで%'鮒かIIJf厄と.rLLわれる.

JJU llWEuは-L十方イモがもっとも鮎かく (22日),

Jjコ (2711)か良かったが,炎印に,よる,7:は肋附でな

い.羽化郷はシャガイT-. ∫-くホウズLl-,ハシリトコ
ロ (90,0.I)> トマト(L15,00/)>チョウセンノ'l)ガ j(25

%)>-J･ス./}コ(15%)の糊で,11打3邦が-1･寸ニジユ

ウヤホシの泌血刷物であるといえる.ヒヨドリジヨ,)

ゴは2分まででJTt珊死亡し,ツクバネアサガオ.ホウ

ズキ. トウガラシ,タバコ並では雄に企痕は認められ

たが,2令になるものがなかった.羽化したJ戊虫に引

きつづき幼虫時代の食餌を与え,交尾,搾卵をさせ,

卵のふ化を朋べたが,上記7右転はすべて兜鮒HJ能な仙

物であることが判った.

ウリ料称物 :キウリ,カJi･:チャ (n仰托,tY:印)お

よびヘチマの3柾を統糾した.50y7iの幼山を日と試し,

予BIIlt=的な実験を行ったとこ′).キウリ(羽化まで28n)

とFT木カボチャ (羽化まで2(in)で1dずつのJJて山を

生育させることができた.そのB!JWべlLSBをみると,幼

虫の多くは炎のUJnのぶかい満分からf･tい輪めたので,
こんどは赦芯に瓜を下でさき,J.I.]辺U)玉糾概がなるべ

く沢山鍔州するt:うにして約Ijしてみた.

TabTe31 D ur.lLionordcvclopmcntonCucLlr-

bitaceouslc(lvCSnn(lpcrccnLtfL糾 OrCmCrgCnCe.

ir,'3必 こみるように,ウ.)料でもトウ')と｢り;1)が
チャでJE符することがたしかめられた.しかもn木カ

ボチャはキウリに比し耗過n敬 も少なく (231り, か
つ羽化14li(2270)も古古かった.粥fr･:.))ホチIJでは1収
に入ったものが歌風 ltI二が,2分にt.i-るものなくJR死

し,ヘチマでは允択すら拭き1Jかつた.ll'Jじカボチャ

*押JdllJl仙宅山がマ'L,バJ'バコを允することを記鎚し
†こ.
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｢も (安)f和ことってこの.tうな差のあることはJL:'ii'E
に徴収のある]!.r ある.そOJ王軌11の柳川まこんごの研
究にまつ他はtJい!.･.,A等の,Jミ血構造か:I｢lJM･TiとtY:印と
でnリちかにちかうので (那2図), 点皮細胞の椛弘的

な井･tに即納の lつがあるものと考える.黒沢恥も北悔

iB碓オオニシユウヤホンをカボチャとキカラスウリで

tl=_行させたが,キ{}-)では小l戊功に終っている.成虫

に対してはこのような.."',矧trJのいわゆる耐山性の差異
を朋べたものがある.すなわちmrIい酒井qf)はナスの

41[1･休のものは21Tli･休のもの i:り耐山性にとみ,よJtm

･fF.1FRee)は長ナス系は丸ナス系より.伽佐和は甲/L-.柿

より徴=むが少ないとした.しかし幼山については未見

のようである.

it･.. _礼..I

a b

Fig.2. SLlrraCeStructureOfthepumpkinl

lcal.a:JapaneseT.lee,b:Europe(lnmCe.

キウリからえた成山をひきつづきキウリで凡11市,交
尾させたところ,1対のみ羽化後 15｢=1に22ft'(:.17

Flに12羊t'I:17-ri卵した (他は産卵せず死亡),その卵から

幼山が令計18fJiふ化した･

｢1本カボチャからえられた成山も同様飼付したとこ
ろ,3対だ'けが交凪 柁卵した･すなわち1対は10Fl

r榔こ101札 1対は8rll抑こ87純,1対は9川'T'Ilfこ108

柑朋tLIし,その卵のふ化率は平Y-J67% であった･

キク科的物 :｣二TTlり桝J･11金沢でヒレ7'lfミのA't;を摂
食中のJ'ui4所およびその邪法から2卵塊を允Iは.'l',

1卵塊を伐し,他のもの馴 fJ柾で飼付した･そのあー,=JJ王

室内実験のものも,自然状旗のものも3令までLEfl'し
たが4令にいたるものなく仝死した･

rl,6:伽 山に柁するいわゆるコプオオニジユウヤホシ

の食･':i'はタイ7･サミ.北海道のそれはエゾアザミが多

く,これで地山を朗TfL.または企作の比収をfiJDた

小野･'/jぴ'3',I/A:計り･7', 坂上･山｢ln5', ,Tも沢.8'ら
の研兜があるが,いずれの射裸 もアサミですオこジユ

ウヤホシを-,'d令に繋鮒させたものはない･しかLr.'令
幼山がアサミを431氏し,かつJL=.TI'することは小野 ･安

rLEのいう.とうに.lJd'FIRの允化かきわめて近似している

ことを/T(すものといえtt:ラ.
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次にゴボウの灘でBLllヂfLてみた結果,1令から給与
した区は1JDで1'潮 ,シャガイモで飼育した後,2令

から給与したrXは ･15,06が柑 こ入ったが,3令になる

ことができなかった･しかし3分から給与した区は3

令 11rl,4分11日.如6lJtいう遅い経過で 10%

の胴体が舶化した･すなわち1･.のり状 は幼山の食性が

J戊ぶとともに変化していくことを,J-(唆している.

その他の的物 :以Ilの他.次の6刑11卯の肌物のAS=

を紛Jjしてみた-これらの肌物は城山によってJf的 せ

られるか,卵がJ)'(:fli付されるか,または)'u掩 そのA･1日･.
で牒〃iq:れたことのあるものである.

アカザ料 アカザ

フダンソウ

ジユウジバナ科 ナズナ

タマナ

アブラナ

ダイコン

ハクサイ

ノザワナ

カブ

スベリビュ料 スベリビュ

ナデシコ科 ハコベ

マメ科 ササゲ

ダイズ

ヤマノイモ料 ヤマノ イモ

実験の結果,幼虫は全部1令で死亡し,フダンソウ

とスペリヒユ以夕†では食板さえも比らか.なかった.

薬以タtの部分に対する摂食性

成虫が植物の薬以外の部分を食することのあるのは､

果実-オウトウ5,38),オランクイチゴ,ス,/I)27,,ク

ワ5,3S',花弁-シャクヤク,ボタン3'.純子一 トウモ
ロコシ5', などで･もちろんナスや トマトの火見 実

験的にはカボチャの児実も企べる.またワラビの粘液

】J,1'5',キホコー)タケ5'なども摂食する.しかし幼虫は

ナス, トマトおよびカボチャをわずかに摂食するのみ

で,他は乍然食べなかった (キホコリタケは末光版).

この他私はJ戊山を企iji:のない時にジャガイモの塊逝

(以下イモとよぷ) でB肺 できることを観然している

ので.4)(郡3図)幼山でも川様な娼験をりってみた.

イモを愉肋hに柑くりJって航 j̀したとこ7),1分8日,
2J36日の経過で,3介にまでなったが,3竹は14-

20n各紙幽しても4分にならず･7!珊夕E亡しナ=.イモを

鮒Ijする糊合はJilhl他職 化すること到,JJ.ぐため氾J喋は
nJ'(,かつ時々新しいものと糾えてやる必境がある.

なお,崩かした 1モでは/‡･'.付しなかった.4令から給

a b

Fjg･3･ Potatoeatenbythebeetle(a),and

t)lerearingn.ethodoEbeet一ewiththepotato.

与すればほとんど100%が鮒化する.
4令幼虫の桝食作と!1=.育.:チ

すでに述べた,ように,幼山は千一.･介からでは/-E育でき

ないM_i物でもJ戊長につれてよくtgf企し/巨符するように

なる･それで4料10緋の仙物を用い,4イ詩仙山 (仙令

をジャガイモで鋼帯)を飼育してみた.

4令間1iiJiあたりのt,ri食1.1のもっとも多かったのは

ナス (14cm'-'),ゴボウ,イヌホクズキ(約12cmL})で,

これに次いでジャガイモ, トマト,チョウセンアサガ

オ, カポチltJ(約10cm']) が多く, ホウズキ. トウ

ガラシは 1cm2にも越せず,ササゲはほとんど痕跡的

に企した.あとの3柾では痢rbしたものがなく,この

うちで比較的桝企ilLi･の多かったホウズヰ区が,/生存日

数も長かった. 幼山が4,JTl化するためには 10cm2以 ヒ

摂食する必要があるようである.

1功､'JIり1円の摂食ittはジャガイモ, イスホウズキ

(約2.5cm2) が多く,ナス, トマト,チョウセンアサ

ガオ (約210cm巴) などのJfEiで, 1回約 1cme(hJポ

チヤ,ゴボウ)以 J･_企したも0)が鮒化した.
食)Vj内の11-jlIの摂食状!腰を経過のもっとも短かかっ

た然同の幼山についてみると,郡4同のようである.

すなわちジャガイモ,イヌホウズキ, トマト,チョ

ウセンアサガオでは171頭型,ナスでは双;抑軌 カボチ

ャでは3頭礎 ,ゴボウでは多所迫である.これを助虫

の経過とあわせ考えると,経過のおそいものほど,凹

凸が多くなり,摂食状憶がJ瓜調でないことが判る.

休TTL;の州加年く(加の休TrE/脱皮)Ll時の休正)はジャ

ガイモ, トマト(318-319)がもっとも召二古く.イヌホ

ウズや,チョウ L,ン-)◆サガオ (3.5-3.6)がこれに次

ど.ナス (3･3)はかえってカボチャ (3.4)より低く,

コポウ (2･6)はもっとも低かつナ∴ 痢化率はナス科

のものがほと/I,ど100%で,カボチャ (80%)が比畷

キ この耶失敗は北油iEIオオニジユウヤホシで行われて
い ろ30).
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TtLblc4. Eatingqtlantitynndgrowthstateofthe4th王nstaronvar王ouSfoodplants

Food plztntS Avcr.1gCamOuntOEーoodconsumption Foodconsump.tionperan hrval PrepupAlPercentage RatiooEincreaseoE

I.oEaninstar JnStarlneVerydLty stLIge Ptage ofpupat10mbodyweight
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的よく,ゴボウ (35%)は大部分が死亡した.いずれ

も摂食の状725(壁)と関連性がある.

摂食流が少くて充分な生育のできる場合は,食井が

栄養にとむことの証左で,まず好適植物といえよう.

しかしこの実験では.耗過,蛸化率,体武州加率から

考える食卯の適性とは必ずしも一項 の関係があるとは

いえない.そこで食性と生育とに一定の幌向の位を示

す,摂食の状憤 (叩頭型を0とし,階級値を1頭とす

る).経過 (少いものを0とし,階級値を1日とする),

航化率 (多いものを0とし,階級値を′20% ＼とする),

および体3Ii相加串(高いものを0とし,階級債を0.20

とする)に企桝の適性度を推定するために階級をつけ

てみると郡5望壬のとおt)である.すなわちこの天から

も ジャガイモ (0)が好適植物であることがうかがわ

れる.そして,イヌホウズキ, トマト,チョウセンア

サガオ (3)ははば同じく.ナス (7)は金印として不

適当のようである港.生育はしてもナス刑的物以外で

ナス科た匹敵する食飢はなかった.またT.'令でtf的 し

半成虫でもほは同様の紡取をえていろ12).

Table5. Assumpti()nonthegradeoffoodvalueforthe4thinstar.

Food-plants Typeoffeeding Growthstate Percentage RatiooE- Orderof
of increaSeOE Total titncs90E
pupation bodywcight foods

Potato 0 ■0 0. 0 0 1

Egg-plant 1 3 0-. ′､3 7 3…

･BtacknightShade 0 1 .0∴ 2 . 3 2

Tomato 0 .2 -0.. 1 3 2

.Thorn-apPte. 0 1 ･'o 2 3 2

Pumpkin 2 7 +I . ､3 13 4-

粥
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ない刷物もLl.fr は摂食し.か-1/l=.TT'することが認め

られ. -)･lJ.杓刷物でい iウズ1-, I.･)ガラシでは/ll.TJ'
しえないことも判った.

r=.TL!'Jl験とは別に,イモとキャベツを用い朋押して
みたところ, イモではよくLEfJ'し,100% 頼りとしたが,

†ヤベツでは集束柴,[コ非ともに全般を残しただけで乍

死し.Solanhや0.05% のt,%布も乍然摂食性を耶加さ

せることができなかった.

食肉性に関する実験

自性卵に対する摂食性

オオニジユウヤホシ地山がふ化の tゝl時,日印の卵を
摂食し,またJJq山にもかかる門V卜.のあることは,すで

に松村恥, 悶仰7),.L.1輔がo),m辺 ･Lig谷 ･lI日付 0)な
どにJ:つて触然され また一般のテントウムシ郡でも

?悩 仰こみられる食粗であるLP･tn･31,''2)･私は1950年
本邦幼山が17tiこ卵を企するばかりでなく,それによっ

て/に育し4iYまで飼育しえたことを予噸したlO).しか
しその後同様なリ;験を1956年までfjったが,3分まで

は舛易に生育させえても,4分にすることが閑雅なこ

とを知った.私はこれまでに19成山を生Tfさせたに

過ぎない (郡5閃 C,(1)･この糊合の朗f指嘗過は郡6

J壬の,Lうであっ7こ.

Table6. Bringing-upor亡he

Tarva､vithitsowneggs･

lJ'u食をバレイシヨとし,3分から卵を食べさせると

3令-5｢1.4令-10rlの経過で如化し,その6% が

羽化した･すなわちこの紹niもJ戊長に伴って食作が変
わっていくことを示した.

またまれに)巨船いの現象も観然した,

自節の餌,Fp!卵に対する摂食托

^幼虫は自称の蝋をそのまま給l了しても摂食作をほ

とんど'示さないが,脈の表皮を破って給与すると,節

の細轍を摂允する.

幼山は1令からfWLで飼符しても2令まで′F_Tfするの
みで3令に退するものがなかったが,3分お,tぴ4令
からか]付するとわずかながら}j;j化させることができた.

軒の糾矧 ま紛Ij小にすぐ変Ttするためか.自任の卵を

船I-jしたもの たりJl=jfは亡くなかった.
また,lTi卵をゆでて卵lJIと卵AIに分け,それぞれ幼

～Jlrj11Tl的 はSoltMinが ･̂山を.誘引するという.

節 22 yuB-I

山に粁Ijしたが./l三Tfするものは1所もなかった.

食IFと形態の変化

允桝の即効を変えることによる形懐的な変化は,柿
形の大きさにもつともよく表われた.すなわちもつと

も好適NL'物と思われるジャガイモで生汚したものは他

のいかなる食餌のものよりも大形であり,斑敏の色彩

も氾也であった･斑紋色の出現程度は食非中の色業物

矧 こ鵬係があるらしく.4令からイモで飼育したもの

は,払出の経由はhh白色となり血液が白く,かつその

J戊出の姐柵は閃イfの探紅色でなく,位訪也を里し,版

面もニジユウヤホンの如く決也で,今然)I(･出しないも
のすらあった+:I.

a C e

l~
h
~
1
...-.I
.~=

).

.

IL5

｢

~
.J
.｡../.I

C

b d f

Fjg.5. 7砂ilac7mavigintioclomoclllaEa.
a:Dorsalaspectofanorma一one.b:Lateral

aspcctofditt'oIC:Theadu一tgrownrl･Omthe

larva which wasbred with itsown eggs

(dorsalview). d:Ditto(late;alview).e‥
LLLteralrormofE.PusLulosa-一ikeadultoblailled

from thegroupwllichwasbroughtupwith

thebox-thorninthelarvalstage.i:Ditto,

I broughtupwiththeJapanesepumpkin.

日印の卵で飼育してえられたJJに山は耶 3胸肋の脈節

が少しくq̂げ み,いわゆるコブナオニ ◆ユウヤホシ獅

似のJrBTlとなった (以M･97ミのオ寸ニ:'ユー)1,ホシの肘
掛ままったく袖山). 4竹から日印の加で舟-･1fJしたも
のは卵折JJ･とhJ様に休出が淡く,なおこれらのうちか

ら!､t他 Dt紋の乍然ない山が1所えられた (耶6岡).
しかしこの加は10｢l綾に死亡したためJJutのJr3個をみ
ることはできなかった.

クコおよび｢l本カかチャで応11fT'した的山のなかから.
前者で1乱 後n･で2iiLi.血糊のカープがコ7ナ寸ニ

ジユウヤホシに似た城山が川)一止した (?,5r司e,().こ

のことからコプオオニジユウヤホシ特イJ'の組仰,隆起

jtニジユウヤホシ成虫の斑紋色は蝉期の温度によって

発現がちがい,保温はど淡色になる43).
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で冊J【【'--1'㌫頂 DcLhjerq)にどの一般的な'?:説をもってすカ日で,こジ

Fig.6. a:AnabllOt･malpLIPag1-0㌧VlTrIOm

thelarvawhicjlWasbredwithitsownpupa.

b=NornllLIpupa.

は食印に削(,ftある形質のように考えられて来た.

考 察

私は寸-十二 .'lユウヤホシテントウ幼 山が,ジャガイ

モ, イヌホウズキ, トマト,チョウセンアサガオ,ナ

ス,クコの 6jLTt:の他にFT7ル ナス杓のハシリドコロでも,

またウリ榊のヤウr),カボチャでも光熱 JTJl厄で,さら

に自wt.の卵でも/卜背できることを述べた.

幼山が允刷FI･_のみならず食肉什であるということは,

木和の食什に倒してもっとも舛‖人のある･∴,,である.rTl

山においては ･船に食肉性のものは愈仙性のものより

瓜附t'リで｡い 12̀), 企拙作の Ve･'･aJL/-aぉよび II:Jn'/a-

LjJ′/"-/:aeは付句作から由来した と考 え られ て い る

:3･･''l').木棚0)的山 (3令 ぐらいか ら El▲uCirot･m)は体

形(..)-ミノン トン(Campodearorm)A:り北化した形

であり,詫たその大蚊は允柚VLにふさわしくない鋭榊
杏/F'すること,などもCocL:/'NelrJ/LL7e-,E/,/'/ac/nu'/toe

の過即を/Jt峻している.そしてまた私のJ;験粧仙 こ川1

山のf3:柑 こ付け る如 ヒのjJ･え7j-を文1.5=するプJl;1Jにひと

つの小火を加えたといつてよかろう.

地山が -)･■/.糾qt物に向食性を示すのは.それらに企

まれる｣rJ引の抑殆FE:誘引物質によるものであ7)うが,

それはすで'/_述べたように Solanin26)ではないJ:う

である.rrてこの拘LT'Iは多iIHこ自柾の卵に合まれて

いろとJ,J.I:トk:71しない.なせならば,北と卵とはまっ

たくJilrIlHl'･-1;'MJ,ことなり,jI･Fj比Ll.の点か らは卵に向食
Yfiを′Jl'-Jことは,F,えられないか らである.しかも(ヌ
ホT'Jズtやハシリドコロとトウガラシ,ホウズキとは

hTjじ-J･Jtnで,瓜のJdWIVjjiiがよく似ているにかかわ

らず,絶 ;i'(Ic.!出物門か消純的誘rjT物田を含むと考え
る)にはほと/しど仙企作を示さないこともこの他言論を

袋づける.ニジユウヤホシがホウズキを貯金すること

は,オオニジユウヤホシとの大 きな食性上の相迎点で,

両種は他の枇物は同等に食べるので前者の方がより多

食牲であるといえる. したがって Mordvilko27,CS),

ReutcrRR),B一･LleSl･9),Mell叫,KaTnyS)IHel･in86)I

Tl'3

ユウヤホシの万がオオニジユウヤホシより食性上FJTい

系統のrTl山と認められるし,hJJ様な芯味でアザ ミを允

するコプオオニジユウヤホシはオオここ:ユウヤホシよ

り起抑杓には古いと考えられる.
一万,本幼虫の向食性は誘引物質の右肺のみで決)に

されるものでないらしいことは,ナスにおいてもカボ

チャにおいても同柿の変節radで差があること,摂允に

あたっては表皮のない菜かい部分から食べるbirIL.)のあ

ることなど,n=の梢迫もまた食性に関与する1関であ

ろう.キウリ,カボチャ,ゴボウ,Tザミなどには誘

引,忌避醐勿質とも台17されていないで13),幼山は飢

餓の.ためそれ らを擬食するようになるのではあるまい

か.また-i-I,令で掃流 しない拙物も老合からは較食する

ようになる原同の1つに唆む力もあずかるものと増え

ねばなるまい.

木幼山の飼育についてみると,金網としてはジIt,〟

イモがもっともよいが,ハシリドコロ,イヌホウズ 1

などでも充分で, トマト,チョウセンITサガ寸でもILf

紙栗をうるであろう.ナスは適卯とはいえない.ニーl･

ガイモの収挺後の金印としてはイスホウズ斗が好適と

思われるし,老令からならばナス刑以タトでもカポチ･t･,

ヰウリで飼育できる.またイモをJl]いるとそれらがな

いJiA合でもある程J要別百のEIr_E'Jは巡せられるものとi:I

える.

要 約

この研究L,では長野LFiLL=mJ7'liオオニジユウヤホシテン

トウ幼山の食性について')dl比を述べ,本山別行の).〔礎
的小lriにふれた.

1. ふ化当時の幼山はジャガイモをよく過糾する.

何点性の限界は幼山と食餌との距朋が 3cnlI;I:のとこ
ろにある.

2. ナス刑の うちy,{i師了可稚拙物として,ハシリドコ
ロを新しく追J州した.またナス不棚1物以J/トではヰウリ,

カボチャも黒酢可能柵物であることが判った.11ポチ
ヤでは｢りi:櫛で!L'LfJlL,lY･柾ではLE育しなかつた.こ

の結果本山の黒酢可碓榊 勿は9校となった.

3. キク科植物ではゴボウ,アザミを荘モ允するが,

全缶を完全に生育することはできない･その他6杓14

Wiの掛物の柴を給与したが,いずれも/巨付することが

できなかった.染以タtの部分たとえばジヤガ (モの塊

茎には向食p-E.を示し,それで2令まで/l三腎した･

4. 4令地山は1㌧令幼山よりも虹允FI三のllJが広くな

ち.摂食状態を朽nの摂食ilLi-からみると.総過の如し､

ものほど凹凸が少なかつナ∴

5. 4令幼山に対する食即の適作舵を締胤 或馴ヒ執

休p-1YtJJLl率からみると.ジャガイモ>イヌホクズキ ･
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トマト･チョウセンアサガオ>ナス>カボチャ>ゴポ

ウの呼iであった.

6. 本山は白棚の卵を食べて全令を経過することが

できるし.白柾の餌でも,数令は生育する.このこと

は本山が允内性テントウムシより起瞭したものとする

脱に対して,ひとつの表づけとなる.

7.食桝の郁額によって時々形態の只常なものを発

見した.

8.本虫の向食性は食餌に含まれる拝発牲誘引物質

によると考えられるが.食餌の表面の隣城的梢遇の差

矧 こも関係があるらしい.4Flの器令と老令との食性

の差異は唆む力もあずかるのではなかろうか.

9. 本虫の飼育は.'ジャガイモによるのがもつとも

よいが.これのない昭は,イヌホウズキ,ハシリドコ

ロによってもよく,またト与ト,チョウセンアサガオ

でも目的を迂する.ナス,キウリ.カボチャ.ジャガ

イモの塊茎などは老令から給与するならば差支えない

と,rAう.
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R6811m6

,1nthispaperthewriternotedontherccding

habitsofthelarvaeOftllelpOtatOlildybcctlc,＼
Epilachnavz'ginEI'octomL7C7LlatLZMotsch.withthe

fundamentalknowlcdgesconcerningtheirhrcctding.

1. ThenewlyhatchedlarvLTtprefersthepotato･-

lcafthananyother-plants.Thehrvacandetect

thefoodplantsaboutlhrcccm tip.lrtfrom them

(Tab一e1).

2. A Solanaceous p一ant, Sco♪oZL'a J'aPonEca

･mu主tbeaddedasanew foodp♭nt,OnWhich

thebeetlecanrepeatitsgeneration.Furtherit

hasbeenLaSCertainedthatthelarvacanpassits

lifecycleontheleavesofcucumberandJapanese

pumpki丘whichbelongtoCucurbitacca:According'

＼lythe/availablefoodplantsofthebeetl占have

becomenineinTlumbei.
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3･Tll9larvaeatstheleavesofburdock(Art:lium

LafPaL.)andthistle(CaTldtLuSCrispusL.)

belongingtoCompositae, beingunabletocom-
ptctctheperfectlifecycleonthebothleaves.The

Eccdingtestswere甲rriedoutontheotherplant

lcavc90日ourteenspeciesinsixfamilies,butall

oEthem werernegative.Thelarva,however,

allowedthepositivepreferencetothepotato-

tubcrclcandcouldgrowuntiIthesecondJhst?r.

4. T∫leO一derinstarbecomesmorepolyphagous

thalltlleyoungerOne.TheshortertheperiodoE

lhcfourthinstarbecomes,themorethecurve

showingitsfeedingfeaturesimplicates(Fig.4).

5: Thefoodvalue forthefourth instaris

assJmedasthefollowingorder(Table5)･

Potato>B]acknightshade(Sola71umnl'grum

. L.),Tomato,Thorn-ipple(DaluraTalulal

L.)>Egg･plm t>Pumpkin>Burdock(ATlF-

LzrzLllJ,L(ゆ♪aL.)

,6. Thewriterhasdiscoveredthatthelarva

caningestitsowneggsandgrowstofinishthe

wl10lelire.fur山ersomelarvaearegrownby

feedingits.ownーpupaetOreachthesecondorthe

血irastage(Tab一e6).Tll王sfactsuggeststIlattile

EpilachnidbeetlehasoriginatedfromtheCocci-

neltidoriewhichshowssarcophagy.

7･ AberrantforTSOftllebeetlewe'refound

from individualsgrownoptheseveralfoods(Fig･
5,6).

8. ThelArvalpreferencetothefobdsmaybe

effected by an inknown volati7e attractant

'containedcommonlyintheavailablefoodsbutis

thoughtto havemorelorlessrelationtothe

mechanicalstructuresofth-efoodsurfaceandto

thebitingabilityoftheTarva.

9.-Thepotato･1eafbringsthebestresultonthe

breedingof'thebeet7e.Theblack二n;ghtshadeand

Scopoliajaz;onica,whenthepotato･lcaEw?nts,
canbeusedforthefood,asw占11asthetomato

andthethorn-apple;theformertwospeciesSuit

betterthanthetatters.Inadditiontotheabove

foods,theegg･phnt,thecucumber,thepump･

kin,andthepotato-tuberclearesuitableenough

forthefood,iftheyaregiventothelarvainthe

olderstage.

OJITJ一y別1110PIcm from Sikokuwith De8Cription ofaNew SpecicS.MikioKuROŜW▲I

(̂griculturalExperimentalStation,INihonToknshuNoyaku SciヱOK.K.,Hino,Tokyo).

RcccivcdNov.2,1956.Bo砂u-Kagaku,22,94-97,1957.

16. 四国のアザミウマ 招沢三磁力 (E]本特殊E3英割出株式会社 出弓l試放射)31.ll.2受理
/

謹 ん で･森 川 息 曹 博 士 の ☆ 稀 を 祝 賀 し 奉 る.

円田のアザ ミウマは,まだ充分に調査されていないが.今庇7屈14超め記錨が出来た.横木のうち,

土佐の八l埠から南方系の Giganjolhrips朋に崩する珍 しい1新種が発見 されたので,多年わが国ゐ

応川瓜山学の発凪 こ尽 され, 且, 芋虫としてのアヰ ミウマに関心をよせ ら̀れた馴 t教授に種名右枠

秋する次mであ'る.

SincelheCOHectingsofthripshaVe､nOtSufficient一y

bccncarriedoutinthislocality,the､Thysan9-

plcrousfaunaisverypoor,butinthispaper14

8pCCicsarcrepresentedoneofwhichisdescribed

asnewtoscience.ノFortilemateria一uponwhich

thesedescriptionsarebased,Ⅰam indebtedto

Messrs.S.Kono,K.Sato,K.6bayashi,H:

ⅠShikura,I.KamiokalandK.Morikawa.Tiletype

specimensaredepositedinthewriter′らcollection.

Suborder TerebrantiaL

Family ThripidaeUzel

1. ThT･it,sjapo77t'cusBagnall.

Habitat:BaishinzinearMatsuyama.5粥 in

94

/

silverberryflower,23.X.1939(K.Sato);

Toknshima,2299,288inJapanesemedler
flbwer,23.XI.1955(M.Kuros?wa).

2. ThribsoけZaeWilliams

Habitat: Dago nearMatsuyama, 36叩 ,

7.I88 onriceplant,19.VI.1930 (S.

Kono). J

3. Thrz'pstabaciLindcman

Habitat:Zentsaji,1099onohio?,20･IV･
1948(H.Ishikura);BaishinjinearMatsu-

y?ma･2叩 insilverberryflower,23･Ⅹ･

･1939(K.Sato).

4. Thrij･sseLosusMoulton


